
0．5ｍ未満0．5ｍ未満0．5ｍ未満0．5ｍ未満 するする待避待避上の階で、上の階で、
浸水深0.5ｍ未満浸水深0.5ｍ未満

●住居が１階の住民は、避難が遅れると危険な状況になるた
め、避難情報に加え、水位情報にも注意し、

するする待避待避上の階へ、上の階へ、

●住居が２階の住民は、避難が遅れると危険な状況になる
ため、避難情報に加え、水位情報にも注意し、

●住居が２階の住民は、避難が遅れると危険な状況になる
ため、避難情報に加え、水位情報にも注意し、

●堅牢で高い建物（鉄筋コンクリート）に住んでいる方でも、
水が退くのに時間がかかる場合があるので、

●堅牢で高い建物（鉄筋コンクリート）に住んでいる方でも、
水が退くのに時間がかかる場合があるので、

するする待避待避上の階へ、上の階へ、 するする

避難避難するする避難避難必ず避難所などの安全な場所に、必ず避難所などの安全な場所に、 するする

避難避難するする避難避難必ず避難所などの安全な場所に、必ず避難所などの安全な場所に、 するする

避難避難するする避難避難必ず避難所などの安全な場所に、必ず避難所などの安全な場所に、 するする

●住居が１階の住民は、避難が遅れると危険な状況になるた
め、避難情報に加え、水位情報にも注意し、

●「浸水継続時間」を確認し、もし浸水時間が長い場合は、
孤立する可能性があるので、

●「浸水継続時間」を確認し、もし浸水時間が長い場合は、
孤立する可能性があるので、

●木造家屋では、流れが速くなると倒壊するおそれがあるため、

■住居が２階以上の住民は、浸水が始まってからの避難は危  
　険なため、避難が遅れた場合には、無理をせず、

■住居が２階以上の住民は、浸水が始まってからの避難は危  
　険なため、避難が遅れた場合には、無理をせず、

浸水深0.5ｍ～3.0ｍ未満浸水深0.5ｍ～3.0ｍ未満

浸水深0.5ｍ未満浸水深0.5ｍ未満

想定にとらわれずに、河川水位や避難情報に注意して、適切
な行動をとることが必要です。

避難避難事前に避難所などの安全な場所に、事前に避難所などの安全な場所に、 するする

スタート い
い
え
い
い
え

●堤防が決壊した際に、家屋を倒壊させるような激しい
   流れが発生するおそれがあるため、
●堤防が決壊した際に、家屋を倒壊させるような激しい
   流れが発生するおそれがあるため、

避難避難事前に避難所などの安全な場所に、事前に避難所などの安全な場所に、 するする

■避難が遅れた場合は、■避難が遅れた場合は、

木造建て

鉄筋コンクリート建て

浸水深の目安浸水深の目安

0.5ｍ

3.0ｍ

5.0ｍ

自宅の周辺の最大浸水深をマップから
確認しましょう。

m
以
上
浸
水
し
た
場
合
、屋
外
で
の
避
難
行
動
が
困
難
に
な
り
ま
す
。

0.5

家屋倒壊等氾濫想定区域内ですか?

氾濫流 河岸侵食  　　　

マップで自宅や避難所周辺の危険を確認しましょう。

川が
あふれ
そう!!

浸水が始まった !!
2 階へ避難しよう。

頑丈な建物でも、浸水の深さや
避難行動を考えましょう。

指定避難所
木造2階建て

体の不自由な人の支援など、
困っている人を助けましょう。

垂
直
避
難

1.台風:反時計回りに渦を巻く風が吹き、特に台風が進む方向の南東側では、風雨が強くなる。
2.線状降水帯:発達した雨雲が線状に並び、長時間にわたり同じ場所を通過または停滞する大雨。
3.局地的大雨:急に雨が強く降り、数十分の短時間に狭い範囲に数十mm程度の雨量をもたらす雨。

洪水の要因

避難の注意点

　水が河川の堤防を越える、
または堤防の決壊により広
範囲な区域が浸水。

洪水の種類
外水氾濫 内水氾濫

 　下水道の排水処理が降雨に
追いつかず、局地的に浸水。

浸水の深さと継続時間に関する避難行動  以下のフローを参考に適切な行動をとりましょう。

マンホール

❹
❼ ❽

❺

❸

どこに避難
すればいいの?

❶

❷

垂
直
避
難

❻

地下にいたら危ない !!
早く逃げなくちゃ !!

頑丈な建物があれば
2階以上に避難しましょう。

はい

このマップで自宅の周辺は着色
されていますか?

5.0ｍ以上5.0ｍ以上

浸水深3.0ｍ以上

3.0～5.0ｍ未満3.0～5.0ｍ未満

0.5～3.0ｍ未満0.5～3.0ｍ未満

0.5ｍ未満0.5ｍ未満

（❶～❽は以下のイラストで確認できます。）

河川のリアルタイム水位状況
は、水位観測所を参考に確認
しましょう。

家屋倒壊等氾濫想定区域

●木造家屋では、流れが速くなると倒壊するおそれがあるため、●木造家屋では、流れが速くなると倒壊するおそれがあるため、

台風進路

複数人での避難を
・雨の中で避難する際は、平常時より多く
　の時間を要します。
・みんなで協力しあい、早めに避難しま  
　 しょう。

❶

川に近づかない！！
・大雨・洪水時の河川は水位が短時間で 
　急上昇するため、気づいてからでは逃
　げられません。
・大変危険なので、絶対に近づかないで   
　ください。

❹ 適切な避難方法
・垂直避難（頑丈な建物などの高いところへ
 の避難）。
・浸水しない地域の親戚・友人宅へ避難。
・浸水しない場所での車中泊避難。
・近くの避難所へ避難。

❺

屋内安全確保
・浸水が始まっているとき、外で移動する  
　のは大変危険です。
・浸水がすでに始まっている場合は、今い 
　る建物内で垂直避難。

❻

要配慮者への協力
・妊婦や体の不自由な方には複数人で協
　力しましょう。
・目や耳の不自由な方には、同伴して避難 
　しましょう。
・外国人の方がいる場合は、避難誘導を         
　心掛けましょう。

❷

車での避難を控えましょう
・交通渋滞で動けなくことがあります。
・浸水し故障することがあります。
・渋滞により救急車両の妨げになること
　があります。

❸

地下は危険！！
短時間の大雨により、地下に水が流れ  
込んだ場合、少しの浸水でも水圧で扉   
が開かなくなったり、階段を上がれなく
なります。
地下からは、早く避難しましょう！

❼
・

・

避難の時は足元注意！
浸水している場所を歩くときには、棒な
どでマンホールや側溝などをよく確認
し、注意して避難しましょう。水の深さが
膝を超えると歩行が難しくなります。
大人………水位50cm以上は危険
子ども……水位20cm以上は危険

❽
・

避難する前に確認
・ガスの元栓を閉め、電気スイッチ、ブ
　レーカーを切りましょう。
・もし火が出た場合は、落ち着いて初    
　期消火を行いましょう。
・家族の安全を確認し、親族や知人に避
　難することを連絡しましょう。

ソーシャルディスタンス マスクの着用 消毒
　密を避け、他人との距離をあけるよう
に心がけましょう。

　感染拡大を防ぐた
め、必ずマスクを着用
しましょう。

　特に共有スペースは多くの人が触れる
機会が多いです。自分のスペースに戻る
前に必ず消毒しましょう。

検温
　普段の平熱を確認しておきましょう。
定期的に検温し体調管理しましょう。

避難所では静かに 避難所スタッフへの相談
　周囲に影響が出ないよう、体調が悪い
と感じたら、すぐに避難所スタッフに申し
出ましょう。

　飛沫感染を防ぎ、寝て
いる人の邪魔にならない
ために、大声や大きな物
音は控えましょう。

避難所生活での感染症の注意点

洪水の要因と注意点など洪水の要因と注意点など

隣近所に声をかけ、
みんなで避難しましょう。

詳細な指定避難所の使用可否
については、地図面の避難所
一覧表で確認しましょう。

1

はい

はい

はい

はい

はい

●木造家屋では、流れが速くなると倒壊するおそれがあるため、

柱・梁・土台を補強する。

基礎を補強する。

筋交いを入れる

揺れるものはひもで固定。

寝室には物をおかない。

●大きな家具は人の出入りの少ない部屋にまとめて置く。
●玄関や廊下には家具や荷物を置かない。
●高齢者や子どものいる部屋や寝室には、倒れやすい家具は置かない。

家の内 外の防災対策

行政の支援には限りがあります。
被害を最小限にするために、一人ひとりが、あるいは家族や地域が協力して日ごろから災害に備えておきましょう。

・ガスの臭いはないか？
・パイプは切れていないか？
・確認する際、火気は厳禁！

プロパンガスボンベに異常はないか？

電線に断線はないか？
・近づかないようにしましょう。
・電力会社へ通報しましょう。
・絶対に触らないでください。

ガソリン・灯油などの漏れ出しはないか?

屋根瓦やアンテナなど、頭上に危険物はないか？
・屋根の上に登らず、遠くから
　確認しましょう。

・ガソリンや灯油の臭いはないか？
・発見したら周囲へ注意を呼びかけましょう。
・必要に応じて消防署へ通報しましょう。

窓などの板ガラスには、飛散
防止フィルムを全面に貼る。

カーテンは防炎加工の
ものにする。

プロパンガスボンベ
は上下2本の鎖で壁に
しっかり固定する。

ベランダを整理整頓し、落
下する恐れのある植木鉢な
どは取り除いておく。

非常持ち出し袋を
常備する。

壁や基礎にひび割れなどがな
いか腐ったり、シロアリに食わ
れていないか点検する。

扉に留め具をつける。火元に消火器を設置。常時水を貯めておく。

ガラス飛散防止フィルムを貼る。

ブロック塀にはしっかり
とした鉄筋を入れ、破損
箇所がないか確かめる。

道路側溝の堆積物を
掃除する。

テント、毛布、寝袋、ビニール
シートなどを用意する。

枕元には懐中電灯、ラジオ、
靴、笛などが入った袋を用意
する。

タンスなどの背の高
い家具はL型金具や
支え棒で固定する。

屋根瓦やトタン屋根を点検し、危険
なものは固定するか、専門業者に依
頼して修理・交換する。

アンテナはしっかり
固定しておく。

ガラスの破片によるケガを
防止するため、スリッパな
どの室内履きを身近に用意
しておきましょう。

発行…飯能市防災危機管理室　　…042-973-2111（代）　令和4年4月

わが家の連絡先

家族で決めた連絡方法、約束事

家族で決めた避難場所・集合場所

●小物道具類

●その他 ●着替えなど

●貴重品

　マイ・タイムラインとは、台風や大雨などの風水害に備えて、「いつ」、「誰が」、「何をするか」をあらかじめ時系列
で整理した家族の避難計画です。事前にマイ・タイムラインを作成し、避難行動を整理しておくことで、いざというと
きに慌てず行動することができます。

日ごろから、防災情報などを受け取れるよう、下記に示す情報の登録や受け取れるサービスを確認してみましょう。
Yahoo!防災速報アプリ
緊急地震速報や豪雨情報、避難情報などを
お知らせするアプリです。
https://emg.yahoo.co.jp

フェイスブックで防災防犯情報を発信してい
ます。パソコンまたはスマートフォンなどで
防災行政無線の放送内容が確認できます。
https://m.facebook.com/hannocity/

防災行政無線テレホンサービス

エリアメール・緊急速報メール
飯能市 Facebook(フェイスブック)

飯能市ご当地アプリ
飯能市メール配信サービス

飯能市(防災)ツイッター

Safety tips (The push-enabled information alert app for foreign tourists.)　

防災行政無線が放送されて1時間以内であれば、電話で内容
を聴く事ができるサービスです。

災害・避難情報などを携帯電話で地域へ一斉に配信できるサー
ビスです。受信するための事前のアドレス登録は要りません。

登録するには entry@hannocity.jpへ空メール
を送信していただくか、右側の二次元コードを読
み込んでください。 
※防災行政無線の放送内容がメールで届きます。

ツイッターで防災情報を発信しています。パソ
コンまたはスマートフォンなどで防災行政無線
の放送内容が確認できます。
https://twitter.com/hanno_bousai

気象庁が発表する緊急地震速報及び、気象特別警報、熱中症情報、
国民保護情報を通知する観光庁が監修したプッシュ型情報発信
アプリです。

1 7 1 1
3

X X X X X X X X X X-

1 7 1 X X X X X X X X X X-

録音

再生

（聞き方）

家族間や知人間などの、安否の確認連絡に活用できます。ご利用にあたっての事前契約などは、一切不要です。

※ 利用可能な端末は一般電話、公衆電話、携帯電話です。
※ 録音された伝言は被災地の方の電話番号を知っているすべての人が聞くことができます。
※ 暗証番号（任意の数字4桁）により、他人に聞かれたくない伝言など特定の方々の間での伝言録音・再生もできます。

伝言を入れる
（30秒以内）

伝言を聞く

被災地の方は自宅の電話番号、被災地以外の方は
被災地の方の電話番号を、市外局番からダイヤルしてください。

被災地の方は自宅の電話番号、被災地以外の方は
被災地の方の電話番号を、市外局番からダイヤルしてください。

音声による案内が流れます

音声による案内が流れます

暗証
番号
なし
暗証
番号
あり

2
4

暗証
番号
なし
暗証
番号
あり

       

1 7 1災害時の     の伝言板 災害用伝言ダイヤル声

災害時の 文字 の伝言板…災害用伝言板   

　災害用伝言版（web171）は、インターネットを利用して、被災地の方の安否情報を登録、
確認する伝言板サービスです。
　いざという時に備え、使用方法を事前に確認しておき、本サービスに登録することで、
「メール」や「電話」で伝言をお届けすることができます。

TEL:042-972-9123
(おかけ間違えのないようご注意ください。)

各種アプリで防災情報や防災行政無線の放送内容が確認で
きます。各二次元コードを読み取って内容をご確認ください。
なお、初めてアプリを開く際は、アプリのインストールが必要
です。

Android版→ iPhone版→

Android版→ iPhone版→

(外国人向け災害時防災情報提供アプリ)

大雨注意報や土砂災害警戒情報、避難指示などの発表時刻はイメージで記載しており、実際とは異なる場合があります。
警戒レベル・防災気象情報などを参考にしながら、状況に応じて早めの判断を行い、避難行動をとるようにしましょう。

マイ・タイムライン作成日 年　　  　　 月　　　　  日

マイ･タイムライン気象・避難情報
いつ、どんな備えをしたらよいのか考え、書き込んでおきましょう

（例）□防災グッズを準備する
　　　□テレビ、ラジオ、インターネットなどで気象警報などを確認する
　　　□ハザードマップで避難所や避難ルートを確認する
　　　□家族の今後の予定を確認する
　　　□
　　　□
　　

（例）□避難をするかどうか、避難先をどこにするかを考える
　　　□テレビ、インターネットなどで大雨などの状況を確認する
　　　□
　　　□
　　

心構えを高める

（例）□携帯電話を充電する
　　　□親戚に避難先などを連絡する
　　　□
　　　□
　　

（例）□テレビ、インターネットなどで災害発生情報を確認する
　　　□自宅の２階以上の崖から離れた部屋で身の安全を確保する
　　　□
　　　□
　　

（例）□避難所の開設状況を確認し、避難の準備を始める
　　　□近所の一人暮らしの要配慮者に声を掛けて一緒に避難する
　　　□
　　　□
　　

（例）□すぐに避難所（親戚・知人宅）などへ避難する
　　　□外への避難が危険な場合は、山側から離れた２階以上の
　　　　部屋へ避難する
　　　□
　　　□

（例）□避難所（親戚・知人宅）などへの避難を完了する
　　　□
　　　□

避難行動の確認

避難に時間のかかる高齢者や障がいのある人は、危険な場所から
避難してください。その他の方も必要に応じ、ふだんの行動の見
合わせや、避難の準備、自主避難をしてください。

すでに災害が発生し安全な避難ができず命が危険な状況です。命
を守るための最善の行動を取ってください。

危険な場所にいる人は速やかに避難先へ避難しましょう。公的な
避難場所までの移動が危険な場合は、近くの安全な場所や自宅内
のより安全な場所へ避難しましょう。

危険な場所から速やかに避難

危険な場所から速やかに避難

避難完了

●台風予報（随時）
●台風に関する埼玉気象情報
●台風に関する気象庁記者会見

【警戒レベル１】

【警戒レベル2】

【警戒レベル3】

【警戒レベル4】

【警戒レベル5】

◆早期注意情報
（気象庁発表）

◆大雨注意報など
（気象庁発表）

◆警戒レベル３相当情報◆
（大雨警報（土砂災害）など
（気象庁発表）

高齢者等避難
（飯能市が発令）

避難指示
（飯能市が発令）

緊急安全確保

※すべての指定避難所が開設するとは
　限りません

◆警戒レベル４相当情報◆
土砂災害警戒情報など
（気象庁発表）

◆警戒レベル5相当情報◆
大雨特別警報など
（気象庁発表）

警戒レベル4までに
必ず避難 !

雨
風
が
強
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る
前

身
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全
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始

災害発生までの
おおよその時間

災害発生

3時間前

8時間前

12時間前

1日前
2日前
3日前

3時間前

8時間前

12時間前

1日前
2日前
3日前

災害後の安全確認災害後の安全確認

ローリングストックとは

　阪神淡路大震災では、約8割の被災者が家族や近所の人によって救出されました。災害による
被害を最小限に抑えるためには、自助・共助・公助の役割を知り、それぞれが災害対応力を高め、
連携することが大切です。

日頃の確認事項日頃の確認事項

垂
直
避
難

・避難する場所の名称：　　　　　　　　　　(又は　　　　　　　　　　)

・避難する場所までの所要時間：　　　　　　分　(又は　　　　　分)　

●いざという時家族の集合場所：(　　　　　　　　　　　 　                  )

　

□市の指定避難所　□親戚・知人の家　□自宅の安全な場所　□その他

外へ出るのが
危険な時は．．．

・建物の外に出て避難することが危険な状況となっている時は、頑丈
 な建物で、斜面とは反対側の２階以上の部屋へ避難しましょう。
・台風や大雨時、既に浸水が始まっている際には、建物のより高い階へ
 移動しましょう。(垂直避難)

マイ･タイムラインマイ･タイムライン 防災情報の伝達防災情報の伝達防災情報の伝達 非常持ち出し品わが家の防災メモわが家の防災メモ マイ･タイムライン

名前（血液型/メモ） 住所（会社/学校名/電話）電話

地域での防災活動地域での防災活動地域での防災活動
自助、共助、公助について自助、共助、公助について

日ごろの災害への備え日ごろの災害への備え

　ローリングストックとは日常的に非
常食を食べて、食べたら買い足すと
いう行為を繰り返し、常に家庭に新し
い非常食を備蓄する方法です。この
方法なら普段から食べているものが
災害時の食卓に並び、安心して食事
をとることができます。

非常持ち出し品

□現金（小銭を含む）
□預金通帳
□印鑑
□免許証
□健康保険証
□権利証書

　

□携帯電話
□携帯ラジオ
□懐中電灯
□ヘッドライト
□携帯電話充電器
□電池など

　

□マスク
□消毒液
□体温計など
　

□医薬品
□常備薬
□お薬手帳

□下着
□靴下

●非常食･飲料水･燃料

□非常食
□飲料水
□食料
□卓上コンロ

　

□缶切り、栓抜き
□紙皿、紙コップ
□水筒

　
ばんそうこう、傷薬、包帯、胃腸薬、
持病のある人は常備薬など

●医薬品類

●赤ちゃんがいる場合
　粉ミルクやほ乳びん、離乳食、紙おむつなど
●お年寄りがいる場合
　予備のメガネ、入れ歯、補聴器など

こんなものも必要です

●感染症対策備品

□軍手　□ティッシュ　
□ウェットティッシュ　
□スリッパ　□雨具、防寒着　
□筆記用具　□ロープ
□上着などの着替え　
□各種ハザードマップ　
□レジャーシート　
□タオル  □生理用品　

ローリングストックとは

買い足す 食べる

備える

食べた分を

災害に

かんたん備蓄

除菌

●自宅の危険性をハザードマップや関連機関ホームページで確認しましょう
　

　自分の身を自分で守るための備えと行動を自助といいます。ハザードマップなどから災害に対する知識
をにつけ、災害を正しく理解し、何を備えておけばよいかを考え、災害に対する準備をしましょう。

　市や、警察、消防、県、国の行政機関やライフラインなどの公共機関などによる災害対策を公助といいます。
各機関とも、災害の発生からできるだけ早く、応急対策活動にあたれるように備えています。

　地域住民の方々と協力して行う地域を守る備えと行動を共助といいます。災害時には、地域で協力して災害を
最小限に抑え、被災した人を救助することが必要です。日ごろから協力しあえる体制を作っておきましょう。

ブロック塀でなく
生け垣を。

◆避難所開設◆

□車　　□徒歩　　□その他(               )●避難する場所までの移動手段：
●避難開始の判断のタイミング(例:大雨警報、避難指示の発令など): 

メモ欄

●避難する場所(通行止めなどの可能性をふまえ、複数の場所を検討してください)

●被災地に救援物資が届くまでには3日かかるといわれています。持ち出し品はこの3日間に必要なものを常備してお
　きましょう。
●非常持ち出し品は、一つにまとめ、すぐ取り出せる場所に保管しておきましょう。
●家族構成などによって必要なものは異なります。乳幼児やお年寄りなどで特に必要なものがあれば追加しておきましょう。
●非常持ち出し品は定期的に点検しましょう。

カンパンや缶詰など火を通さなくても食べられるもの
米や簡単な調理で食べられる食品など

現金(10円があると公衆電話利用に便利)
預金通帳、印鑑、免許証、保険証、権利証書など

ラジオはＡＭ/ＦＭ両方聞けるものを、
懐中電灯はできれば1人1つ、予備電池も

準備が整い次第、高齢者などで支援が必要な方は避難

ラジオはＡＭ/ＦＭ両方聞けるものを、
懐中電灯はできれば1人1つ、予備電池も

洪水ハザードマップとは

飯能市 　令和4年4月

　 飯能市では、市内で浸水する可能性がある場所と

 実際に発生した場合に想定される被害範囲を予め認識し、

 市民の皆さんに日ごろから災害への備えを心掛けて頂くために、

「洪水ハザードマップ」を作成しました。

　 実際に災害が発生した場合や発生が予想される場合に、

 いち早く安全な場所に避難ができるよう、ハザードマップを活用し、

 自宅における水害対策、避難場所や避難時の心得などを、

 ご家庭や地域の皆さんで話合いましょう。

　・「本ハザードマップ」の地図面で、自宅が浸水想定区域に指定されている?
　   □はい　 □いいえ
　・「飯能市土砂災害ハザードマップ」で、自宅が土砂災害警戒区域等に指定されている?
     □はい　 □いいえ


